
２４年度 決算の概要
（４） 経営状況について
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（４） 経営状況について

上下水道事業の経営評価は，上下水道経営戦略のＰＤＣＡサイク

環と 毎年度そ 事業を振り返り経営指標 価と 組ルの一環として，毎年度その事業を振り返り経営指標評価と取組

項目評価の２つの方法で評価し，今後の事業運営などに活用して

いますいます。

財務面を中心とした客観的 京 水ビジ に掲げた財務面を中心とした客観的
な業務指標を用いて，収益性
や生産性など6つの区分から
上下水道事業の経営状況の評

京の水ビジョンに掲げた
5つの施策目標の達成に向
けて取り組む22の重点推
進施策と102の取組項目に上下水道事業の経営状況の評

価・分析を行う。
進施策と102の取組項目に
ついて，進捗状況の点
検・評価を行う。
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上下水道事業経営評価
（４） 経営状況について

経営指標評価

上 水道事業それぞれ ガイドラインに基づく業務指標評価・ 上下水道事業それぞれのガイドラインに基づく業務指標評価

・ 財務指標を中心とした指標による中長期的な経営分析

・ 指標値の前年度数値との比較により事業の改善度を確認・ 指標値の前年度数値との比較により事業の改善度を確認

・ 偏差値による大都市平均との比較

取組項目評価取組項目評価

・ 上下水道事業推進方針に掲げる目標の達成度から５段階評価
を実施し 達成状況のレベルを明確化を実施し，達成状況のレベルを明確化

・ 取組項目ごとの評価結果を重点推進事業ごとに取りまとめ，
経営目標の達成状況を分析することにより体系的に評価経営目標の達成状況を分析することにより体系的に評価
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経営指標評価（水道事業）
（４） 経営状況について
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経営指標評価（公共下水道事業）
（４） 経営状況について
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上下水道料金制度改定の内容
（５） 料金改定について

• 水道管の更新費用の一部を料金に算入する

資産維持費の導入資産維持費の導入

• 使用実態を踏まえた料金体系とする

• 使用者間の負担の適正化を図る• 使用者間の負担の適正化を図る

• 料金支払サービスを充実する
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水道管の更新費用の一部を料金に算入する
（５） 料金改定について

水道料金 プ• 水道料金 プラス９．６％

• 下水道使用料 マイナス３．０％

• 上下水道料金合計 プラス３．７％

• この料金アップ分は 老朽化した水道管の更• この料金アップ分は，老朽化した水道管の更
新のスピードアップのために使用
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使用実態を踏まえた料金体系とする
（５） 料金改定について

40 一般住宅に占める基本水量

(10㎥)以下の使用者の割合

35

3030
10㎥/
月

25

8 10 12 14 16 18 20 228 10 12 14 16 18 20 22
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使用者間の負担の適正化を図る
（５） 料金改定について

給水管の大きさに応じて基本料金と基本水量を• 給水管の大きさに応じて基本料金と基本水量を
変更

＊給水管減径利子補給制度の創設
水道使 量 応 在ご使 中 給水管を水道使用量に応じて，現在ご使用中の給水管をより小
さな口径のものに取り替える工事をされ，銀行等の金融
機関から工事資金の融資を受けられる場合に 利子相機関から工事資金の融資を受けられる場合に，利子相
当額を補給する制度

• 基本水量を超えた使用量にかかる料金単価を
変更
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料金支払サービスを充実する
（５） 料金改定について
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地下水利用専用水道対策
（６） 個別の課題について

地下水利用専用水道対策

ろ過装置
大口径給水管

ろ過装置

100%

水道の原価・料金の内訳比
較

60%

80%

100%

固定費
85%

従量料金
（75%）

変動費等 8%

0%

20%

40%

年間 約300万㎥

85%

基本料金
（25%）

0%

1 2

H25.9.10

原 価 料 金需要家費 7%
(メーター検針，
料金収納など) 33

（６） 個別の課題について

地下水利用専用水道に係る課題

【課題等】
地下水利用専用水道を導入し，大口径の給水管を接続し地下水利用専用水道を導入し，大口径の給水管を接続し

ながら少量の水道水しか使わない利用者は，水道施設の設

置と維持のために本来負担するべき額より大幅に

少ない水道料金しか支払っていない。
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地下水利用専用水道の問題点

（６） 個別の課題について

固 定 費（需要家費を含む。）
利用者の水需要に対応できる施設の整備に必要な経費

変動費地下水利用専用水道の問題点
水道水

～利用者の水需要に対応できる施設の整備に必要な経費～

基本料金 従 量 料 金
利用者
全体

基本料金 従量料金

固 定 費（需要家費を含む。）
水
道

水 道 水

小口の
利用者
(小口径)

水
の
み
の

水 道 水

従量料金

固 定 費（需要家費を含む。）

水需要 ＝ 水道水の使用量

(小 径)

大口の
利用者

下水

の
基本料金 従量料金

水需要 ＝ 水道水の使用量
水 道 水

(大口径)

地下水
利用専用
水道併用
の利用者

基本料金 従量料金

固 定 費（需要家費を含む。）

減 収（回収できない固定費）

地 下 水水 道 水

H25.9.10

の利用者

水需要 ＝ 水道水＋地下水の使用量

地 下 水水 道 水

35

歴史的価値のある資産の活用
（６） 個別の課題について

歴史的価値のある資産の活用

琵琶湖疏水
第1疏水 明治２３年４月竣工
水力発電 運河 かんがい用水 防火用水水力発電，運河，かんがい用水，防火用水

第 疏水 明治４５年３月竣工第2疏水 明治４５年３月竣工
上水道の整備，電力不足への対応上水道の整備，電力不足 の対応
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（６） 個別の課題について

秋の第１疏水秋の第１疏水
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（６） 個別の課題について

旧九条山ポンプ場旧九条山ポンプ場
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上下水道事業のＰＲ手法
（６） 個別の課題について

上下水道事業のＰＲ手法

上下水道に関して上下水道に関して

事業 動が く・事業活動が見えにくい

あ 当たり前・あって当たり前

ライフラインの重要性の再認識⇒ライフラインの重要性の再認識

安全 安心でおいしい京の水道水のＰＲ安全・安心でおいしい京の水道水のＰＲ
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おいしい！大好き！
（６） 個別の課題について

京（みやこ）の水キャンペーン

水道水 お さ 高さを• 水道水のおいしさとクオリティの高さをＰＲ

おいしい！大好き！京（みやこ）の水宣言

京（みやこ）の水カフェ京（みやこ）の水カフェ

京（みやこ）の利き水大作戦
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おいしい！大好き！京の水宣言

（６） 個別の課題について

おいしい！大好き！京の水宣言
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審議に係る検討項目の整理

３ 審議

審議に係る検討項目の整理

成 年度事業 進捗 点検 び 成• １ 平成25年度事業の進捗の点検及び平成
26年度の重点課題の整理

中期経営プ （ ）におけ• ２ 中期経営プラン（２０１３－２０１７）におけ
る経営評価手法の見直し

３ 個別の課題の絞り込み• ３ 個別の課題の絞り込み
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運営等に関する意見交換

３ 審議

運営等に関する意見交換

委員会 営 する質疑• 委員会の運営に関する質疑

• 調べてほしい資料やデータの確認
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今後の予定

４ 今後の予定

今後の予定

第 経営審議委員会• 第２回経営審議委員会

平成２５年１１月１１日（月）

午後２時から開催予定
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